
漢
土
の
詩
に
は
珍
し
き
戀
愛
詩
な
り
。
我
が
日
本
と
漢
土
、
人
の
外
見
の
み
を
見
れ
ば
、
一
見
容
易
に
辨
別
し
難
し
。

さ
れ
ば
「
日
支
兄
弟
論
」、「
同
文
同
種
論
」
等
の
言
説
、
俗
耳
に
入
り
易
か
り
し
に
非
ず
や
。
今
は
知
ら
ず
、
我
若
く
歐

米
に
在
住
し
た
る
頃
、
ア
ジ
ア
人
對
象
の
人
種
差
別
、
日
常
茶
飯
事
な
り
し
か
ば
、
ア
ジ
ア
人
の
間
に
互
ひ
の
親
近
感
あ

り
し
は
自
然
な
り
き
。
但
し
同
じ
ア
ジ
ア
人
と
雖
も
、
イ
ン
ド
等
の
南
ア
ジ
ア
の
人
に
は
違
和
感
あ
れ
ば
、
多
く
韓
國

人
・
中
國
人
・
東
南
ア
ジ
ア
人
、
即
ち
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
以
東
」
の
人
々
と
親
し
く
附
合
ふ
。
た
だ
そ
の
頃
、
國
聯
等
の
國

際
會
議
に
、
中
國
代
表
と
て
出
席
せ
る
は
、
當
時
の
「
國
民
政
府
」
た
る
臺
灣
政
府
代
表
な
れ
ば
、
我
ら
が
「
ア
ジ
ア

人
」
の
中
に
あ
り
て
、
ほ
ぼ
違
和
感
無
か
り
き
。
さ
れ
ど
一
九
七
〇
年
代
に
、
國
聯
等
の
中
國
代
表
權
大
陸
中
國
に
移
行

せ
る
よ
り
、
事
態
は
變
り
ぬ
。
現
代
中
國
の
大
國
主
義
と
、
「
同
文
同
種
」、
「
日
中
親
善
」
如
き
美
辭
麗
句
の
亂
發
に
、

辟
易
せ
ざ
る
を
得
ず
。
そ
は
、
多
く
の
日
本
人
も
同
樣
な
り
き
。
そ
れ
よ
り
我
、
漢
土
と
中
國
へ
の
關
心
よ
り
、
本
格
的

に
漢
土
の
文
化
を
學
習
し
始
め
、
一
年
間
北
京
に
滞
在
せ
る
を
機
に
、
漢
土
各
地
を
旅
行
し
、
愈
々
切
實
に
、
漢
土
と
日

本
と
の
文
化
的
相
違
を
感
ず
。
相
違
點
多
々
あ
れ
ど
、
最
大
の
相
違
點
の
一
つ
は
、
彼
我
の
文
化
に
於
け
る
戀
愛
の
重
要

性
の
違
ひ
な
ら
む
。
戀
愛
は
日
本
文
化
の
根
幹
な
ら
ず
や
。
古
今
集
よ
り
の
八
代
集
に
、
戀
ひ
の
歌
の
占
む
る
位
置
は
、

言
ふ
も
更
な
り
。
彼
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
は
、
源
氏
物
語
に
漂
ふ
戀
愛
の
情
趣
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
漢
土
に
あ
り
て

は
、
北
方
民
族
の
影
響
を
受
け
た
る
元
代
以
前
の
、
漢
民
族
本
來
の
文
化
に
戀
愛
の
情
趣
少
な
し
。
唐
詩
も
然
り
。
李
白

の
遊
ぶ
は
、
戀
愛
の
情
趣
と
は
全
き
無
縁
の
世
界
な
り
。
杜
甫
が
詩
に
家
族
へ
の
情
愛
を
詠
へ
ど
、
戀
愛
の
昂
揚
無
き
に

非
ず
や
。
た
だ
白
樂
天
に
、
「
長
恨
歌
」
に
加
へ
六
月
の
「
感
情
」
と
こ
の
「
感
鏡
」
に
、
自
ら
の
淡
き
戀
愛
體
驗
ら
し

き
を
詠
ふ
詩
あ
り
。
白
樂
天
の
、
日
本
人
の
殊
に
親
し
む
と
こ
ろ
た
り
し
、
或
い
は
こ
こ
に
一
つ
の
理
由
あ
り
し
に
や
。

感
鏡

鏡
に
感
ず

美
人
與
我
別

美
人

我
と
別
れ
し
と
き

留
鏡
在
匣
中

匣
中
に
鏡
を
留
め
た
り

自
從
花
顔
去

花
の
顔
せ
去
り
て
こ
の
か
た

か
ん
ば

秋
水
無
芙
蓉

秋
水
に
芙
蓉
無
し

經
年
不
開
匣

年
を
經
た
る
も
匣
を
開
か
ざ
れ
ば

紅
埃
覆
青
銅

紅
き
埃

青
銅
を
覆
ふ

今
朝
一
拂
拭

今
朝

一
た
び
拂
拭
し

自
照
滓
歟
容

自
か
ら
照
ら
す
自
照
滓
歟
の
容

照
罷
重
惆
悵

照
ら
す
を
罷
り
て
重
ね
て
惆
悵
す

背
有
雙
盤
龍

背
に
雙
つ
の
盤
か
ま
る
龍
有
り

わ
だ

（
大
意
）
昔
美
し
い
人
だ
っ
た
戀
人
が
私
と
別
れ
た
と
き
、
匣
に
入
っ
た
鏡
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
人
の
花
の
や
う

な
顔
せ
が
去
っ
て
行
っ
て
か
ら
と
い
ふ
も
の
、
秋
の
水
に
蓮
の
花
の
咲
く
こ
と
が
無
く
な
っ
た
か
の
や
う
に
、
私
は
索
漠

た
る
人
生
を
送
っ
て
來
た
。
長
年
の
間
匣
を
開
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
赤
土
の
埃
が
、
う
っ
す
ら
と
青
銅
の
鏡
を
覆
っ
て

ゐ
た
。
今
朝
に
な
っ
て
匣
を
開
け
、
す
っ
か
り
埃
を
拂
ひ
、
鏡
を
拭
っ
て
、
憔
悴
し
た
自
分
の
顔
を
映
し
て
み
た
。
映
し

一

白
氏
文
集

四
十
四

情
に
感
ず

平

成

三

十

一

年

六

加

藤

淳

平



終
る
と
、
改
め
て
悲
愁
の
思
ひ
が
湧
き
起
こ
る
。
青
銅
の
鏡
の
背
面
に
は
、
二
匹
の
雌
雄
の
龍
が
盤
か
ま
る
。

（
令
和
元
年
八
月
四
日
受
附
）二


